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内　　容
人身事故発生件数
死 者 数
傷 者 数

発生場所
マ キ ノ
今 　 津
朽 　 木
安 曇 川
高 　 島
新 　 旭

火　災
建 物
車 両
林 野
そ の 他
救　急

交通事故
一般負傷
急 病
そ の 他
救　助

火 災
交通事故
水難事故
そ の 他

件　数
0 件
0 件
0 件
0 件

件　数
17 件
37 件
97 件
14 件

件　数
0 件
3 件
0 件
1 件

累計（1 月～）
2 件
0 件
0 件
0 件

累計（1 月～）
30 件
81 件

292 件
35 件

累計（1 月～）
0 件
4 件
0 件
1 件

件　数
　１5 件
　　1 人
　２３人

件　数
　　１件
　　３件
　　１件
　　０件
　　６件
　　４件

２月平均値（平日測定）
マキノ（マキノ支所前駐車場）

０．０６５μ Sv/h
今　津（今津支所玄関北側）

０．０５９μ Sv/h
朽　木（朽木支所前駐車場）

０．０６６μ Sv/h
安曇川（安曇川支所裏駐車場）

０．０３８μ Sv/h
高　島（高島支所裏駐車場）

０．０５１μ Sv/h
新　旭（市役所北側玄関前）

０．０６５μ Sv/h

前年比
－11件
－１人
－11人

（平成 27 年２月末現在） （平成 27 年２月末現在）

交通事故発生状況 火災・救急・救助件数 環境放射線測定結果
高島警察署　 (22)0110 消防総務課　 (22)5401 原子力防災対策室　 (25)8133

※測定地点は他に 24 か所あります。測定
結果は、市のホームページをご覧ください。
●一人あたりの自然放射線量 ( 日本）
　0.24 μＳｖ／ｈ　※世界平均 0.27 μＳｖ／ｈ
　年間平均値から 8.760（24 時間× 365 日）
　で割り戻した値です。
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すてきな作品をお待ちしています！
郵便または E メールで、投稿者氏名・住所・電話番号を書き添えて投稿してください。
作品は未発表のもので、応募は一人１点とし、作品や氏名には必ずふりがなをお願いします。
なお、メールで投稿される場合は、漢字の直後に (　) 書きでふりがなを記入してください。
★市民の方が対象です。応募数が多い場合は選考をさせていただきます。

▼ 投 稿 先　郵　便→　〒 520-1592　高島市新旭町北畑 565 番地　高島市秘書広報課あて
　　　　　　メール→　hishokoho@city.takashima.lg.jp

▼次回締切　４月 27 日（月）必着（掲載は６月号）

302015. ４月号

総合防災局　 （25）8133

第１回……滋賀県警察官（Ａ・大卒程度）採用試験
滋賀県警察本部では、警察官を募集しています。（受付は４月 24 日まで）詳しくはお問い合わせください。

滋賀県警察本部　 ０１２０（２０４）３１４

　
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
が
30
％
を

超
え
る
高
島
市
に
お
い
て
、
平
成
26

年
中
の
架
空
請
求
詐
欺
や
還
付
金
詐

欺
等
に
代
表
さ
れ
る
特
殊
詐
欺
発
生

件
数
は
、
７
件
中
４
件
が
高
齢
者
被

害
で
、
被
害
総
額
が
約
７
７
９
万
円

に
お
よ
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
の
発
生
状
況
で

も
、
１
６
４
件
中
58
件
が
高
齢
者
に

関
す
る
事
故
で
、
そ
の
う
ち
死
亡
事

故
の
件
数
は
県
内
の
市
町
で
一
番
多

く
、
７
人
と
な
り
ま
し
た
。

「
高
島
市
高
齢
者
の
犯
罪
被
害
・

交
通
事
故
防
止
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

高
島
市
と
高
島
警
察
署

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
高
齢
者

の
犯
罪
被
害
と
交
通
事
故
に
歯
止
め

を
か
け
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
２
月
19
日
に

高
島
市
と
高
島
警
察
署
が
「
高
齢
者

の
犯
罪
被
害
・
交
通
事
故
防
止
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、

密
な
情
報
共
有
は
も
ち
ろ
ん
、
高
齢

者
犯
罪
被
害
警
戒
情
報
・
高
齢
者
交

通
事
故
警
戒
情
報
の
発
令
、
関
係
機

関
・
団
体
と
の
連
携
し
た
啓
発
活
動

を
行
う
予
定
で
す
。

昨
年
一
年
間
、
市
内
の

……

特
殊
詐
欺
被
害
総
額
７
７
９
万
円
!!

市
と
警
察
署
の
連
携
強
化
！

情
報
発
信
、
啓
発
活
動
の
充
実
へ

高島警察署　 （22）0110

   木下署長 　　　　福井市長

協定締結式後に行われ
た交通安全教室

最後を飾った県警音楽
隊による演奏会

みんなで
みんなでつくるみんなのページ

【お詫び】３月号の当コーナーで、本来掲載すべき句を掲載できておりませんでした。お詫びのうえ、掲載いたします。
　　好きなよに　「やってみなはれ」　今更ね	 中内　保男（新・針江）
　　山

さ ざ ん か

茶花の　紅
べに

ふうわりと　牡
ぼたんゆき

丹雪	 日浅　倭子（新・太田）


